
農泊を例とした「自然・食・文化」を活かした多様な観光コンテンツ

令和5年11月1日(水)

東部地方振興事務所登米地域事務所
「農泊」とは

○農山漁村地域に宿泊し、滞在中に地域資源を活用した食事や体験を楽しむ「農
山漁村滞在型旅行」

○宿泊・食事・体験など地域資源を活用した様々な観光コンテンツを提供し、農
山漁村への長時間滞在と消費を促し、地域利益の最大化による地域の活性化と
所得向上を図る

近隣圏域との連携

農泊における多様なコンテンツ

郷土料理・地域特産品など
例えば：はっと汁、油麩丼、

仙台牛、鰻、米、酒

農作業、史跡、景観、森林セラ
ピー

例えば：野菜収穫、明治村、伊豆
沼

・内沼、能楽、オルレ

農家民宿・古民家・ホテル
農泊といっても、必ずしも農家に泊まることでは無く、農山
漁村地域に泊まることが重要で、登米市内のホテルでも
OK！

立ち寄るのみだと・・
滞在時間：短 →「通過型観光」

利益は限定・局所的

登米の魅力を活かした
新たな観光コンテンツの開発
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新たな地域の雇用、移住・定住へ発展
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宿泊・体験コンテンツを充実・・
滞在時間：長 →「滞在型観光」

地域の利益の最大化
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多様な業種が関わり一丸となって

飲食業

宿泊業 交通業

旅行業 金融業

農林水産業
小売業(お土産)

行政等

～登米の豊かな自然・食・文化を
五感で体験・発見・実感～

○新たな観光コンテンツ
農林漁業者との連携や文化・史跡を交え
た体験型観光メニューのパッケージ化

○インバウンド等長期滞在への対応
SNS等による歴史、文化、景観などの
情報発信を強化し、新たなファン確保

○受入環境の整備
キャッシュレス等デジタル技術の活用

広域連携による
周遊型観光の創出
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